
一
七
世
紀
初
頭
、
イ
タ
リ
ア
の
バ
ロ
ッ
ク
期
の
著
名
な
画
家
の

一
人
で
あ
る
ピ
エ
ト
ロ
・
ベ
レ
ッ
テ
ィ
ー
ニ
（
国
の
耳
（
〕
国
①
ｑ
⑦
昌
昌
》

勗
麗
‐
屋
＄
）
は
、
装
飾
的
な
訂
枚
の
解
剖
図
譜
を
描
き
、
現
在
グ

ラ
ス
ゴ
ー
大
学
図
書
館
に
そ
の
原
画
が
遣
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
解
剖
図
は
ル
カ
・
チ
ャ
ン
ベ
ル
ラ
ー
モ
戸
匡
８
。
“
ヨ
ー

胃
１
自
○
）
が
彫
版
し
て
、
一
七
四
一
年
に
カ
エ
タ
ー
ノ
・
ペ
ト
リ

オ
リ
合
望
の
国
二
○
Ｆ
ヨ
。
三
、
一
七
八
八
年
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ペ

ト
ラ
ー
グ
リ
ヤ
自
国
口
凰
の
９
－
ｍ
府
耳
樹
冒
）
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ

た
。

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ハ
ラ
ー
（
シ
き
①
耳
ぐ
○
口
函
豐
①
ユ
は
、
著
書

「
里
冨
○
号
の
８
ｍ
己
禺
○
目
８
」
（
目
星
‐
弓
司
）
の
な
か
で
こ
の
解

剖
図
は
フ
ラ
ン
ス
の
外
科
医
ニ
コ
ラ
ス
・
ラ
ル
シ
ェ
（
ｚ
８
両
の

臣
『
号
の
①
）
の
依
頼
で
描
か
れ
た
と
し
た
が
、
今
日
我
々
は
そ
の
名
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ベ
レ
ッ
テ
ィ
ー
ニ
解
剖
図
譜
に
お
け
る

自
律
神
経
系
（
第
二
報
）

ｌｊ

レ
ジ
ス

オ
ル
リ
ー
、

ｊ２
○
本
宮
か
を
る

を
他
で
見
い
だ
せ
ず
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
そ
れ
以
上
の
情
報
は

得
ら
れ
な
い
。

こ
の
解
剖
図
譜
を
挿
し
絵
と
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
文
章
は
発
見

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
当
時
の
解
剖
学
的
知
見
は
、
図
譜
か
ら
読

み
と
る
し
か
な
い
。

そ
こ
で
こ
の
研
究
の
目
的
は
、
ベ
レ
ッ
テ
ィ
ー
ニ
の
解
剖
図
に

み
ら
れ
る
自
律
神
経
系
に
つ
い
て
解
剖
学
的
に
詳
説
し
、
前
後
の

他
の
解
剖
学
者
の
解
説
と
比
較
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
文
献
を
調
べ
る
と
、

一
三
四
五
年
の
グ
イ
ド
・
ヴ
ィ
ジ
ェ
ヴ
ァ
ー
ノ
（
の
巨
昼
○
号

ぐ
侭
の
ぐ
ｇ
ｏ
）
と
一
四
七
八
年
の
モ
ン
デ
ィ
ー
ノ
・
ル
ッ
ッ
ィ

（
三
○
且
言
○
・
国
冒
圓
）
の
害
に
は
と
く
に
自
律
神
経
系
に
つ
い

て
記
さ
れ
て
い
な
い
。

一
五
○
二
年
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ツ
ェ
ル
ビ
（
⑦
号
『
亘
の
鼎
『
ｇ

の
書
で
は
、
自
律
神
経
系
が
第
五
脳
神
経
に
属
し
て
い
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

一
五
四
五
年
の
シ
ャ
ル
ル
・
エ
ス
テ
ィ
エ
ン
ヌ
（
ｏ
ｇ
１
鯛

屏
号
ご
己
の
）
の
著
書
で
は
、
お
お
ま
か
な
交
感
神
経
幹
と
交
通
枝
が
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こ
の
よ
う
に
実
際
の
と
こ
ろ
自
律
神
経
系
の
発
見
は
、
ベ
レ
ッ

テ
ィ
ー
ニ
の
解
剖
図
の
描
か
れ
た
数
十
年
後
の
ビ
ュ
ソ
ン
と
百
年

以
上
後
の
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ウ
ら
の
著
名
な
業
績
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た

説
明
さ
れ
た
。

一
五
五
二
年
に
描
か
れ
、
一
七
一
四
年
に
出
版
さ
れ
た
エ
ウ
ス

タ
キ
ゥ
ス
（
願
『
旦
○
目
の
○
国
一
の
国
の
三
こ
め
）
の
本
で
は
、
神
経
の
走

行
の
描
写
は
す
ぐ
れ
て
お
り
、
交
感
神
経
幹
も
描
写
さ
れ
て
い
る

が
、
脳
幹
か
ら
の
起
こ
り
が
正
確
で
な
い
。

そ
し
て
一
六
一
八
年
前
後
に
ニ
コ
ラ
ス
・
ラ
ル
シ
ェ
の
発
注
と

さ
れ
る
神
経
系
の
解
剖
図
譜
が
、
ベ
レ
ッ
テ
ィ
ー
ニ
と
い
う
画
家

に
よ
っ
て
描
か
れ
た
。

そ
の
後
一
六
六
四
年
の
ト
マ
ス
・
ウ
ィ
リ
ス
（
弓
９
日
画
の
乏
三
耐
）

の
本
で
は
、
交
感
神
経
幹
は
肋
間
神
経
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

一
六
八
四
年
の
レ
イ
モ
ン
ド
・
ビ
ュ
ソ
ン
角
昌
ョ
○
且
ぐ
尉
吊
‐

の
①
弓
の
）
の
本
で
、
自
律
神
経
系
の
説
明
が
初
め
て
試
み
ら
れ
た
。

一
七
三
二
年
に
ジ
ャ
ッ
ク
．
Ｂ
・
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ウ
（
盲
Ｂ
こ
の
印

屏
昌
瞥
①
弓
冒
の
ざ
弓
）
が
、
当
時
と
し
て
は
も
っ
と
も
正
確
な
自
律

神
経
系
の
記
述
を
著
書
の
中
に
あ
ら
わ
し
た
。

と
い
え
る
。

十
七
世
紀
初
頭
は
、
ま
だ
自
律
神
経
系
に
関
す
る
知
識
は
充
分

で
は
な
く
、
当
時
の
解
剖
学
者
た
ち
の
問
で
は
、
交
感
神
経
幹
は

肋
間
神
経
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
神
経
節
の
結
合
部
は

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ベ
レ
ッ
テ
ィ
ー
ニ
の
解
剖
図
譜
で
は
、
お
も
に
プ
レ
ー
ト
５
か

ら
皿
ま
で
に
自
律
神
経
の
構
造
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
「
肋
間
神

経
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
（
現
・
交
感
神
経
幹
）
が
胸
部
に
明
確
に
示

さ
れ
て
い
る
が
、
胸
部
神
経
節
は
見
逃
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代

に
は
描
か
れ
た
は
ず
の
頭
蓋
副
交
感
神
経
系
の
構
成
要
素
は
ど
の

プ
レ
ー
ト
に
も
見
あ
た
ら
な
い
。

ベ
レ
ッ
テ
ィ
ー
ニ
の
解
剖
図
譜
に
は
、
多
く
の
交
感
神
経
・
副

根
幹
神
経
が
織
密
に
描
か
れ
て
い
る
点
で
、
自
律
神
経
系
の
解
剖

学
的
観
察
が
当
時
と
し
て
は
突
出
し
て
い
る
。
と
同
時
に
そ
の
ほ

か
の
細
部
に
、
解
剖
学
的
所
見
に
も
当
時
の
知
識
に
も
適
合
し
な

い
描
写
も
あ
り
、
背
後
の
著
者
で
あ
る
神
経
解
剖
学
者
の
鑑
定
を

困
難
に
し
て
い
る
。

（
リ
ヶ
ベ
ッ
ク
州
立
大
学
ト
ロ
ワ
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
校
）

（
帥
東
京
大
学
教
養
学
部
総
合
文
化
研
究
科
）
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